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天文同好會観測部月報

流星　課　だ　よ　リ

課長　小棋孝二郎

　秋もたけなはになって來た・夜の親測もだんだん苦痛になって來やう．十

月はオリオン座流星群，双∫痙流足群があるが，最盛期の二十一二日頃は

夜孚すぎに月が渡する高め欄測は好都合であらう．共の他著しい出現を感

想し得る流星群はない．
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　次に六月以降の1塊測1三野の大要をのべる．臨見回がシプスマン彗星によ

る流星群の親測をされた事は八月號で報じたが，棚大後も20日頃まで追跡

された．下保氏もよく二二され敏個の輻射黙を獲得された・

　七月は近年になV・悪天候，特に中旬から下旬にかけては雨又雨の連績で，

流星課の不景氣振りと云ったら！實にみちめなものであった．ペルセウス

流星群の前騙など槻測されたものはなかった．

　八月に入って天候漸く改まり，中旬以後は概ね晴夜つY’きでペルセウス

流星群の槻測には好都合であった．八月の槻測は自分の手許にまだ到着し

てみないので全般的の事は云へないが，北海道班，近畿班，中國四丁班，

九州班では夫々幾組かの同時親書も計書された事だから，野際外の好結果

が得られるかも知れない，

　次に六月及七月の槻測者，欄測回数，時聞撒を掲げる・
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　其他下記の方々の大流星観測報告があった．

　佐藤米茂，森下功，日野要，下保茂，麻生佐七郎，荒木健見，小川龍五郎，石井眞之助

　上記の中印は七月30日午後九時二十八分に出現した一大火球の報吉であ

るが観測が不充分なる爲経路の充分な推定が出純ない．（8．20記）

　　　　　　　　　　　太陽課　よ　り

　永らく御無沙汰致しましたが，しかし全國の會員たちから相攣らす太陽

黒職の観測報告を澤山逸って下さることを感謝します．實は目下此等の槻

測の整理中で，かねて報告しました通り，1926年度から1930年度まで，前後

5ケ年聞の計簾をやってゐます．近いうちに終って獲表したいと思ってゐ

ます．しかし，毎月々上坐國から一って頂く御報告については，只今まで

槻測者一人々々に受取り歌と回航欣とを差し上げてゐましたが，之れだけ

では槻忍者相論の様子もわかりませんし，又，黒鮎の現はれ方につき，時

々皆様の御注意を呼び起したい事もありますので，今月以後，此の語詞部

欄で，必ず記事を載せたいと思ひます，

　ユ926年以來，我が同好會員で太陽黒山を毎「！槻高してるて下さった方々

は吹の通りです．
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　　　住　　　　　　　所　　　　口径

長野縣上諏訪　　　　　　　　　　73粍

京都花山天丈塁　　　　　　　　　］00

　　　　　　　　　　　　　　　　40

理解市外箱崎町工科前3808

大阪市濟美弟三小町校　　　　　　　40

耐1戸市　　　　　　　　　　　　　50

姫呈各市編中田丁36　　　　　　　　　　　　　　　　　　45

岡山市門田21　　　　　　　　　　75
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愛媛県四二豫4、學校　　　　　　　　　　　　　　　40
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最近に，1931年八月中の観測報告を次の方々から頂きました．

　三澤，改登，伊達，佐々木，山田，木邊・
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　太陽は愈々静かになって了ひましたが，しかし，九月に入って急に珍ら

しくも二三の大きV・二二が現はれ，倉敷天文塁の荒木氏が新聞に登表され

たりして，世間の注意を呼んでゐられます・全く珍らしいことです．しか

し，こうした事は今後釜々少なくなりませう．何と言っても1934年までは

黒鮎は衰へるばかりです・しかし，黒土個々の性質，殊に地球に及ぼすい

ろいろの影響などは，却って今のやうに黒白の少ない時の方が研究には便

利なのですから，決して失望なさらす，むしろ油断なく，大に奮って御や

り下さるやう願ます．（英子）

彗星課　よ　リ

長田彗星の護見について

　最近報によると，かの長田政二氏が稜回した長田彗星は，去る七月］．5日

午後8時30分（加州時開）に獲見されたものである．初め，長田氏は80粍の望

遠鏡で，30磨の倍率により，海．E星を見てみたが，ふと共の近くに星霧ら

しいものを見つけ，攣なものだと怪みつSある聞に，之れは地李線に渡し

て了つた．翌16日之れを見た所が，其の天艦は東北方へ約1。．も蓮動してみ

たので彗星らしく思った．しかし，光度は略7等級であるし，こんなものが

他の天文家に知られてみない筈は無いと考へ，念のためヰルソン山天文毫

へ聞き合して見かのに，共れは未だ知られてみないといふ返事であった，

　そこで，氏は位置を詳しくヰルソン山へ知らせて，專門家の観測を依頼

したのであった．

日記（世界時） 1赤　径 赤　　緯 光度 尾 注　　　意
1一　　一 幽　　　一　一　一　．　　　．　」一　『　一　｝　　

7月 p1日押分［　　　　　　ト

＝　1 ＝ 一71 星霧らしきもの

喧kへ動く彗星

1δ　4　26 mh4hll　b ＋1’048！ク1 1 M・。re（Wils・咄）

£÷1δ．1792 川4（，44．7 ＋1ナ　5｛，57 4Q Nich・1s・n（ク）

19．1861 1045　6．0 十9　5446 4 ク　（ク）

帯20．179δ 104922．3 十9　5812 7一＿8 4 ク　（ク）

今ξ22．2004 105756．3 ＋10　427i 9　1 ∫e既rs（Yerkes）

23ユ157 11　146．1
@　　　　｝

・＋1・6・・ P ・［ Van　R（Licり
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　ヰルソン山天文毫では七月17日にモ1アG．MoOre氏が窟眞によって亘

れを槻摂し，其の後，リク，ヤ1キ1ス等の天文塁でも之れを糊測したの

であって，最初の槻弓結果を並べて見ると，前記の表の通り．

　上記の表の1：一印のものから，Zug，　Berman爾氏が最初の拠物線軌道を計

算したのである．

本年度第三彗星についで

　去る八月中旬，本年度の第三彗星がRyves氏によって三見されたこと

を前ザに報じたが，あの報導には多少の談りがあることが明らかになった．

Ryvesといふ名は李素聞かない名であるし，最初の槻測が米國ヤ1キ1ス

天文豪で行はれてるるので，Ryves氏も，米國のアマチュアかと思ったの

だが，後に知れたことは，Ryves氏が白髭人でスペイン國ザラゴサ市．大将

天文皇の人である事である．之れは最近Stroobant氏が編した世界天文毫

一覧共の他によて知れた．

　因みに，此の大憲天文墓は，ルイスG．G．　RuizとV・ふ人が球面天文學の

二道で，クック製！3糎の赤道儀と，カルヴア製26糎の反射鏡を有し，攣光

星や遊星表面の槻測をやってみる．

　ライヴスRyves氏は，最初，八月！0日夕刻コペンハ1ゲンへ彗星曲見の

電報を打ち，次いで12日にも電報で位置をコペンハ1ゲンへ知らせた．此

の電文が普通の書き方と違ふので，］ベンハ1ゲンでも狼狽したらしV・が

とにかく，下の如く鳴れを意味づけた．

　　　　日南（世界時）　　赤脛　 赤緯　 光度
　　　8刀10日3日寺…30分　　　　　　　7h43．0鼠h　　　　　十23048！　　　　　　　＿

　　　　　12．　4’一　7　52．0　十’24　19　or，or　rn
　　　　　J
ところが，八月13日と15日とに，Ryves氏は叉下の如き電報をコペンノ・1

ゲンへ途つた．

　15日，Buskin　Ryves　mipalone　fodaship　stop　babble　mofament　fo　fimate　fatilege

　　　honui’ant　Ryves

　15日，　Better　Position　bftbble　nnol｛amope　forejel｛t　fazag，　lew　helm　t　rn‘｝ther　faterldn

　　　ial’．inex　1〈yves

　この彪lkぱ，米國のハ1ゾ1ド天文豪のゲリシGerrish教投が考案した



槻　測　部　便　り 471

睡號電報であって，コペンハ1ゲン天文塁では此の暗號の意味が知られて

みなかったため，止むを得す，暗號のまNで，サ1キユラ1に獲表した．

しかし，この暗號は米國では時々用ゐられるものなので，ヤ1キ1ス天文

毫では其の意味を解したらしい．みにかく，八月14日には，ヤ1キ1スの

ザンビ1スブルヅクi教授が此の彗星を首尾よく観測し，之れが17日頃，我

が日本へも知らされて來たのである．

因みに

　彗星界が賑やかになったので，（また，我が會員中から將來に新彗星の磯

見者が出るかも知れないので），上田’博士に乞ふて，天文電報の方法と，共

の暗號の種あかしなど，天文界のLブラック・チェンバ■を書V・て頂きまし

た．可なり長いものですが，茨號に載せます．

　　　　　　　　　　黄道　光課　よ　り

　古川庄二郎氏の努力により，スバラシ／黄道星圖が出來上りました．元

々，小lll荒木爾氏の獲案のものを，三葉山本中村諸氏の校閲によってモク

ン化したのです，世界無類の品です．十月からは此れによって，課員はウ

ンと御奮働下さい．それは，本當にスバラシイものですよ．

　又，少々選れて居りましたけれど，今まで通り，黄道光の公的獲表は，

花1．llのブレテンによって出版することに定め，翫に去る1930年十一十二早

月分はブレテン第208號に，又本年一二月分は同第2］2號に印刑されまし

た．以下ドシドシ績表します．何と言っても，槻測部の中で黄道光課が最

も威勢がよろしVb．

　　　　　　廣島で開かれる本年度縛會

　目下着々準備中．但し，プログラムは本號の間に合はす・次號を

御待ち下さい．時期は十一月下旬です．

　　　　　　　　　　　　　　　　　天　文　同　好　會


